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1 .  問題と目的
　日常の対人関係の中では，一方が自分のストレス
体験について話し，それを受けて他方が何らかのサ
ポート行為をおこなうことがある．これは実質的
に，従来の臨床社会心理学や健康心理学で部分的に
検討されてきた，ストレス経験の自己開示，および
開示後のソーシャル･サポートの授受にかかわる過
程といえる1）．
　この過程は，実行されたサポート（enacted 
support）に関する測定がしばしばストレッサー経
験と交絡する（ストレッサーを経験した人が結果的
に他者からサポートを受けることにより，測定上，
サポートの多さがストレッサー経験の多さを反映し
てしまう）という問題から，旧来は十分な検討がお
こなわれていなかった2）．しかし，ストレッサー経
験とそれに伴うソーシャル・サポート受領を区別
して測定することにより，福岡3,4）はソーシャル･サ
ポート受領が気分状態の改善に寄与することを報告
している．また，ストレッサー経験に関する親しい
友人への開示が友人からのソーシャル・サポートを

引き出すこと，そして開示に応じたソーシャル･サ
ポートが得られることが良好な気分の維持に寄与す
ることを示している1）．
　ただし，ストレス状況を経験した時，それを周囲
の人間に開示したとしても，常に適切なソーシャ
ル・サポートが得られるとは限らない．他者を助け
ようと意図する人であっても，その行動が受け手に
とっては不適切であるという可能性はあり得る5）．
また，単に何気ない行動が受け手を傷つけてしまう
こともある．受け手からみて，たとえば自分の話に
耳を傾けてくれなかったり，問題を軽視したり，安
易に同情したり，あるいは批判的なことを言うなど
である．これに関連する現象は，対人ストレッサー
の問題として6,7），また時にはストレス経験後の二
次的ストレッサーの一部として8）取り上げられてき
た．しかし，日常的なストレス経験における自己開
示と絡めて，友人関係におけるソーシャル･サポー
ト受領とともに検討した研究は少ないようである．
　そこで，福岡9）では，大学生における日常ストレ
ス経験の親しい友人への開示とその後の相互作用に
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関して，ソーシャル・サポートと否定的相互作用の
両方に注目し，相互作用の生起頻度とポジティブお
よびネガティブな気分状態との関連性を検討した．
その結果，開示とサポートはポジティブな気分（お
よび充実感）と，否定的相互作用はネガティブな気
分とそれぞれ正の相関を示した．ただし，ただし，
この研究では親しい友人についての回答に際して特
定の友人一名に限定しなかったにもかかわらず，否
定的相互作用の頻度は全般に低い水準に留まってい
た．そのため，否定的相互作用の測定方法やその影
響の検出方法について，再検討をおこなう必要性が
指摘された．
　この問題に関連すると考えられる話題として，対
人ストレスの観点から肯定的／否定的対人関係の影
響を調べた橋本10）は，ストレス事態での否定的な
相互作用には，「望まない相互作用」（橋本10）は
内容から「干渉」と表記している）と「望んでいる
相互作用の非実現」の２種類が含まれることを指摘
している．後者は，ソーシャル･サポートの提供が
期待されるような親密な関係において特に顕在化す
ると考えられる点で，親しい友人との間での相互作
用として検討に値すると思われる．
　そこで本研究では，福岡9）の枠組みに沿いつつ，
否定的な相互作用を「できればしないでほしかった
こと」と「してほしかったのに，してくれなかった
こと」の２側面からたずね，「してくれてよかった
こと」と併せて，これらの生起頻度ならびに心理的
健康の指標としての気分状態および充実感との関連
性について検討することを目的とした．

2 .  方法
2 . 1   対象者
　大学生166名（男性48名，女性118名）から有効
回答を得た．年齢の範囲は18−27歳（M=19.62，
SD=1.50）であった．なお，自宅通学者の比率は
51.8％であった．
2 . 2   調査内容
　ストレス状況体験　福岡9）で用いられた８状況の
うち，回答者の負担を考慮して体験率が相対的に低
かった２状況を削除し６状況とした（項目内容は表
１を参照）．これらを順に提示し，それぞれについ
て過去１週間で体験したかどうかを４段階（3.大い
に，2.かなり，1.少し，0.全然）でたずねた．
　ストレス体験後の相互作用　各ストレス状況を体
験していた場合，状況体験にかかわる親しい友人と
の間での以下の相互作用を，それぞれ４段階（3.大
いに，2.かなり，1.少し，0.全然）で回答を求めた．
①ストレス体験の自己開示：体験した出来事やそれ

に関する自分自身の気持ちについて，親しい友人に
話したかどうか．②ソーシャル・サポート受領：親
しい友人とのやりとりの中で，友人がしてくれてよ
かったと思うことがあったか．③「望まない相互作
用の生起」としての否定的相互作用：親しい友人と
のやりとりの中で，できれば友人にしないでほし
かったと思うことがあったか．④「望む相互作用の
非実現」としての否定的相互作用：親しい友人との
やりとりの中で，できればしてほしかったのに，し
てくれなかったと思うことがあったか．なお，回
答者が具体的に想起しやすいよう，②については
「例：あなたの気持ちを受けとめる，話しを聴く，
元気づける，気分を和ませる，友人なりの考えを言
うなど」，③については「例：大したことでないよ
うに言う，安易に同情する，あなたの考えを否定し
たり攻めたりするなど」，④については「例：気持
ちを受けとめてくれない，話しを聴いてくれない，
元気づけてくれないなど」とそれぞれ付記したうえ
で回答を求めた．これらの付記の内容は，②につい
ては福岡3,4），③④については橋本10）などを参考に
設定した．
　心理的健康　①気分状態：福岡9）の20項目より，
因子負荷量の低かった順に４項目を除き，計16項目
（「ほっとした気持ちだ」などポジティブ８項目，
「気持ちが沈んでしまう」などネガティブ８項目）
を抜粋した．そして，各項目について最近１週間で
の気分にあてはまるかどうかを，それぞれ３段階
（全然ちがう，少しそうだ，そのとおりだ）でたず
ねた．②充実感：大野11）の充実感尺度から抜粋し
て作成した６項目（例：「毎日の生活にはりがあ
る」など）を用い，現在の状態にあてはまる程度を
５段階（まったくあてはまらない～ひじょうにあて
はまる）でたずねた．
2 . 3   手続き
　筆者の担当する複数の心理学関連の科目におい
て，授業中に調査についての説明をおこなった．同
意の得られた人について調査票を配布して回答を求
め，その場で回収した．

3 .  結果
3 . 1   ストレス状況体験の頻度
　表１に，ストレス状況の項目内容と体験率
（「まったくなかった」人を除く，「大いに」「か
なり」あるいは「少し」あったと回答した人を合計
した割合）を示す．各状況の体験率は47.2～73.6％
の範囲内であった．なお，６つのストレス状況のう
ち回答者がいくつの状況を体験したかを示す平均
の体験状況個数は3.81（SD=1.99）であり，91.6％
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（152名）は，最低１つ以上のストレス状況を，過
去１週間のうちに体験していた．
3 . 2   �ストレス状況体験時における親しい友人との

相互作用
　各状況を体験した場合の親しい友人との間での相
互作用，すなわち，ストレス体験に関する自己開
示，開示時に受けたソーシャル･サポート，否定的
相互作用としての「望まない相互作用の生起」「望
む相互作用の非実現」に関する生起率（ストレス状
況の場合と同じく，「全然」と回答した人を除く，
「大いに」「かなり」あるいは「少し」あったと回
答した人を合計した割合）を調べた．また，６つの
ストレス状況を平均した場合の相互作用の程度，す
なわち状況の体験個数（＝相互作用の回答がなされ
る項目の数）で相互作用度の合計点を除した，状況
当たりの相互作用度の平均値を算出した．なお，後
者はストレス状況体験の程度で補正した相互作用度

の指標である．
　その結果，表２に示すとおり，自己開示とソー
シャル・サポート受領の経験率はほぼ９割であり，
ストレス状況を経験した際に親しい友人との間でご
く一般的に生じる相互作用であることが確認され
た．他方，否定的相互作用の生起頻度はそのほぼ半
分程度であったが，「望まない相互作用の生起」と
「望む相互作用の非実現」を合わせると体験率は
50％に達しており，希な相互作用というわけではな
いことが示された．
3 . 3   �ストレス体験，相互作用と心理的健康の関連

性
　ストレス状況の体験度，状況体験の開示度，親し
い友人からのソーシャル・サポート受領，そして否
定的相互作用（望まない相互作用，望む相互作用の
非実現，両者を合わせた得点の３種類）について，
それぞれ評定値の合計点をストレス状況の体験個数
で割ることにより，各個人の得点を算出した．ま
た，気分状態と充実感はそれぞれ因子得点を算出し
た．そして，これらの変数間での関係を，性別，年
齢，居住形態（自宅，自宅以外）を統制した偏相関
係数によって検討した．
　その結果，表３に示すとおり，ソーシャル・サ
ポート受領はポジティブな気分および充実感と正の
相関，否定的相互作用はネガティブな気分と正，充
実感と負の相関を示した．他方，自己開示と気分状
態および充実感との関連はまったく認められなかっ
た．なお，否定的相互作用の２指標すなわち「望ま
ない相互作用」と「望む相互作用の非実現」の間に
は強い正の相関が認められた．ただし，心理的健康
との関連については，相対的に「望む相互作用の非
実現」の方がやや強い相関を示していた．
　なお，ストレス体験は自己開示およびソーシャ
ル・サポート受領とは正の相関があったが，否定的

- 12 -

ストレス状況の内容 体験率

どうしようかと迷うようなことが･･･ 72.3

気分的に落ち込んでしまうようなことが･･･ 67.5

いらいらしたり腹立たしくなるようなことが･･･ 52.4

頭を悩ませてしまうようなことが･･･ 55.4

不安になってしまうようなことが･･･ 54.8

気晴らしに何かしたくなるようなことが･･･ 76.5

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表１　ストレス状況の内容と体験率（％）
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状況体験時の相互作用
６状況での
生起率(％) 経験率(％)＃

状況あたり
平均（ＳＤ）

ストレス体験の自己開示 68.5～88.3 89.5 1.25 (0.82)

ソーシャル・サポート受領 66.1～85.8 90.8 1.31 (0.87)

否定的相互作用

　望まない相互作用の生起（Ａ） 22.3～37.5 42.1 0.30 (0.43)

　望む相互作用の非実現（Ｂ） 22.0～37.4 42.1 0.32 (0.51)

　否定的相互作用計（Ａ＋Ｂ） 26.8～44.2 50.0 0.62 (0.88)

(N=152) ＃
ストレス状況体験者で、当該の相互作用を経験した人の割合

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表２　�ストレス状況体験時における親しい友人との相互
作用

- 14 -

変数

自己開示 .46 ***

ソーシャル・サポート受領 .34 *** .81 ***

望まない相互作用 .11 .05 .05

望む相互作用の非実現 .16 + .03 -.05 .�� ***

否定的相互作用全体 .14 .05 .00 .�3 *** .�5 ***

ネガティブ気分 .45 *** .08 .00 .15 + .22 * .20 *

ポジティブ気分 -.2� ** .04 .1� * -.03 -.02 -.02

充実感 -.31 *** .06 .18 * -.1� * -.18 * -.20 *

***p<.001  **p<.01  *p<.05  +p<.10

望む相互作用
の非実現

否定的相互
作用全体

ストレス
体験

自己開示
ソーシャル・
サポート受領

望まない
相互作用

性別、年齢、居住形態（自宅、自宅外）を統制

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表３　ストレス体験，相互作用，心理的健康の間での偏相関係数

性別，年齢，居住形態（自宅，自宅外）を統制
***p<.001  **p<.01  *p<.05  +p<.10 

(N=152)＃ストレス状況体験者で，当該の相互作用を経験した人の割合
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相互作用とは「望む相互作用の非実現」のみ有意傾
向の正の相関があった．また，否定的相互作用は自
己開示，ソーシャル･サポート受領のいずれとも関
連性がなかった．

4 .  考察
　本研究の目的は，日常ストレス経験に関する親し
い友人への開示とそれに伴う肯定的および否定的な
相互作用が心理的健康に及ぼす影響を，否定的な相
互作用の種類に着目しつつ検討することであった．
すなわち，橋本10）の視点を参考にして否定的な相
互作用を「できればしないでほしかったこと」と
「してほしかったのに，してくれなかったこと」の
２側面からたずね，「してくれてよかったこと」と
併せて，これらの生起頻度ならびに心理的健康との
関連性を検討した．
　その結果，否定的な相互作用の頻度は開示およ
びソーシャル･サポート受領に比べると少ないもの
の，希な現象ではないことが示された．そしてま
た，経験された出来事の個数で割ることにより算出
された状況あたりのソーシャル･サポート受領およ
び否定的相互作用は，心理的健康との間にそれぞれ
異なるパターンで有意な関連性を示した．すなわ
ち，ソーシャル･サポートはポジティブな気分およ
び充実感と正の相関，否定的相互作用はネガティブ
な気分と正，充実感とは負の相関があった．このこ
とは，日常ストレス経験に伴うこれら相互作用の影
響を，短期ならびに長期的な視点に立って，相互作
用の相手である親しい友人との関係性を含めて検討
することへの道を拓くものであると考えられる． 
　「望まない相互作用」と「望んでいる相互作用の
非実現」の間にも，顕著とは言えないものの興味深
い違いが認められた．両者の間には強い相関があっ
たが，これはともに生起頻度が低い一方，親しい友
人であっても否定的な相互作用が全般的に多くなさ
れるような関係があり得ることを示唆している．し
かし，それにもにもかかわらず，「望んでいる相互
作用の非実現」の方が後者の方がネガティブな気分

との関連性が若干強かったことに加え，ストレス体
験との関連性も有意傾向であり，ストレッサーを多
く経験するほど望む相互作用が実現しない可能性が
高まるという結果であった．これらの結果は，否定
的相互作用の検討にあたり，橋本10）が指摘するよ
うな否定的相互作用の種類への考慮，とりわけ「望
む相互作用の非実現」という視点を導入することが
有用であることを示唆する．
　なお，否定的相互作用は自己開示やソーシャル･
サポート受領とは何ら有意な関連性が認められな
かった．心理的健康との間には関連性が認められて
いるため，これを否定的相互作用の頻度が低いこと
に帰することはできない．むしろ，親しい友人との
関係においては，自分自身がストレス経験を開示で
きる，あるいはソーシャル･サポートが得られるよ
うな相手であっても否定的相互作用は起こりうるこ
と，後者を単にサポートの欠如とは見なせないこと
を意味していると考えられる．
　ただし，親しい友人との間での相互作用とそれが
精神的健康に及ぼす影響に関しては，本研究で直接
取り上げていない数多くの要因が関連していると考
えられる．たとえば，その友人とのそれ以前からの
関係の質，相互作用に関する期待，その時点で友人
が体験しているストレス状況とそれに対する自分か
らの相互作用等である．これらの問題は，特定の友
人との関係に注目し，かつ友人同士のペア･データ
を縦断的に収集することによって徐々に明らかにす
ることができると考えられる．本研究は小規模なサ
ンプルによる横断研究であり，今後さらなる検討が
必要である．

注
　本稿は，日本社会心理学会第51回大会（2010年9月，広
島大学）および中国・四国心理学会第66回大会（2010年11
月，鳥取大学）での発表内容にもとづき，新たな観点を加
えてまとめ直したものである．本研究の実施にあたり，平
成21−23年度科学研究費補助金（基盤研究(Ｃ)，課題番号
21530669）による補助を受けた．調査にご協力くださった
回答者の皆様には，改めて御礼申し上げます．
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Abstract

  This study examined the correlation between mood and sense of fulfillment with social interactions that arise 
from coping with daily stress. Negative social interactions were grouped into two categories: (a) "the presence of 
an unwanted social interaction" and (b) "the absence of a desired supportive interaction." The participants of this 
study were 166 university students (48 men and 118 women). The respondents were presented with six stressful 
situations and they responded to questions concerning self-disclosure of the stressful experience and the frequency 
of negative social interactions that ensued. Out of all respondents, 91.6% had experienced at least one stressful 
situation within the preceding week. According to correlation analysis, the disclosure of stressful experiences did not 
have a significant correlation with mood. Receiving supportive interactions was found to have a significant positive 
correlation with positive mood and sense of fulfillment. Negative social interactions were found to have a positive 
correlation with negative mood, and a negative correlation with sense of fulfillment. "The absence of a desired 
supportive interaction" showed relatively stronger correlational values than "the presence of an unwanted social 
interaction." 
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Psychological Well-being: 

An Examination of the Different Types of Negative Social Interactions

Yoshiharu FUKUOKA

（Accepted May  16,  2011）

Key words：stress experiences, positive and negative social interactions, social support, friendship, 
self-disclosure, psychological well-being


